
Ceiling Attachment
Fixation pour plafond
Soporte de techo
Deckenhalterung
Dell'attacco per soffitto
Plafondbevestiging
天吊り金具

Assembly/Installation Manual

Manuel d’assemblage/installation

Manual de instalación

Zusammenbau- und Installationsanleitung

Manuale per l'installazione/montaggio

Handleiding voor montage en installatie

組立・設置説明書

RS-CL12 / RS-CL13 / RS-CL14

ENG

FRA

SPA

GER

ITA

NLD

JPN



1

天吊り金具 RS-CL12 / RS-CL13 / RS-CL14 組立・設置説明書
キヤノン プロジェクター用

本製品は、プロジェクターを天井から吊り下げて使用するための設置器具です。 上下投写には使用できません。組み
立てと設置は本設置説明書に従ってください。その他、プロジェクターの使用上の注意については、プロジェクターの
使用説明書をご覧ください。

安全上のご注意

警告
この表示を無視して取り扱いを誤った場合に、死亡または傷害が発生す
る可能性が想定される内容を示しています。
安全にお使いいただくために、必ずこの注意事項をお守りください。

注意
この表示を無視して取り扱いを誤った場合に、傷害が発生する可能性
が想定される内容を示しています。安全にお使いいただくために、必
ずこの注意事項をお守りください。

禁止

この記号は、その他の行ってはいけない行為（禁止事項）を示してい
ます。

注意
この記号は、必ず守っていただきたい行為や内容を示しています。

警告
設置および取り扱い上、以下の点にご注意ください。火災や感電またはケガの原因になります。

注意

●● 取り付け作業は足場の安全を確保してから行ってください。
●● プロジェクターの電源プラグやコネクターは、根元まで確実に差し込んでください。
また、痛んだプラグや、ゆるんだコンセントは使用しないでください。

禁止

●● 天吊り金具のネジは確実に締め、ゆるめたり取り外したりしないでください。
●● プロジェクターの投写の調整中は強い光が出ていますので、レンズをのぞかない
でください。目を傷める恐れがあります。
●● プロジェクターの動作中に、レンズの前に物をおかないでください。

注意
設置および取り扱い上、以下の点にご注意ください。

注意

●● 設置工事は必ず専門の技術者または販売店に依頼してください。工事の不備に
より、事故の原因となることがあります。

各天吊り金具の組立、設置方法については、以下のページをご参照ください。

●RS-CL12： 2～10ページ

●RS-CL13： 11～20ページ

●RS-CL14： 21～29ページ
30ページのエアフィルターの取り付け、取り外しとランプを交換するについては、RS-CL12、RS-CL13、 
RS-CL14共通です。
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●	 天井の高さに合わせて、別売の延長用パイプ（RS-CL08 / RS-CL09）をご使用ください。 
詳しくは、販売店にお問い合わせください。

天井取り付け金具および連結金具

本体取り付け金具

RS-CL12
M4 ねじ（10 mm）：1 本
M5 ネジ（12 mm）ワッシャー付：4 本
M6 ねじ（12 mm）：4 本
落下防止ワイヤー：1 本
ワッシャー（歯付座金）：４枚
天井取り付け穴用テンプレート紙：1 枚
組立・設置説明書（本書）：1 冊

同梱品

延長用パイプ RS-CL08 / RS-CL09（別売）

部品の構成（RS-CL12）
天吊り金具 RS-CL12は、WUX450 / WX520で使用できます。

質量：RS-CL12 (3.4kg)

質量：RS-CL08 (2.2 kg)/RS-CL09 (3.4 kg)

※ 作業工程の中で天井取り付け金具
と連結金具はいったん分離させる
必要があります。

RS-CL09
外側 / 内側パイプ、外側 / 内側カバー
M5 ねじ（12 mm）：4 本
M3 ねじ（10 mm）：1 本
※	延長量は 55 ～ 95 cm で、 

5 cm ごとに調整できます。

RS-CL08
外側 / 内側パイプ、外側 / 内側カバー
M5 ねじ（12 mm）：4 本
M3 ねじ（10 mm）：1 本
※	延長量は 35 ～ 55 cm で、 

5 cm ごとに調整できます。

天井取り付け金具

連結金具

× 4
× 4

× 4 × 4

× 4

Ceiling Attachment
Fixation pour plafond
Soporte de techo
Deckenhalterung
Dell'attacco per soffitto
Plafondbevestiging
天吊り金具

Assembly/Installation Manual

Manuel d’assemblage/installation

Manual de instalación

Zusammenbau- und Installationsanleitung

Manuale per l'installazione/montaggio

Handleiding voor montage en installatie

組立・設置説明書

RS-CL12 / RS-CL13 / RS-CL14
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●● 設置の前に必ず天井の強度を確認してください。設置部分の天井は、プロジェクターと天
吊り金具（および延長パイプ）の質量を支える十分な強度が必要です。天井が強度不足の
ときは、十分な補強を行ってください。プロジェクターが落下しケガの原因となることが
あります。

●● 取り付け作業は 2 人以上で行い、落下、指はさみなどに十分注意して作業を行ってくださ
い。

●● 地震や振動などによる落下を防止するため、設置の際はワイヤーなどによる落下防止の対
策を行ってください。プロジェクターが落下しケガの原因となることがあります。

●● プロジェクターの吸気口、排気口から壁まで 50cm 以上離して設置してください。排気
の影響で故障の原因となることがあります。

取り付け位置（RS-CL12）
本書では、WUX450を用いて組立、設置の説明をしています。
プロジェクターはスクリーンの正面に設置してください。ただし、レンズシフトを使って画面の位置を補正する
ことができます。詳しくはプロジェクターの使用説明書をご覧ください。

176 mm 186 mm

156 mm 176 mm

92 mm
157 mm

157 mm

168.5 mm

168.5 mm

176 mm 186 mm
362 mm 337 mm

92 mm

72 mm

RS-CL12

投写距離

高さ

側面図 正面図

上面図

100 mm 100 mm

80 mm 80 mm

10
0 

m
m

 1
00

 m
m

 

80
 m

m
 

80
 m

m
 

天井取り付け金具

注意

天井からレンズ中心までの距離 (ℓ )
RS-CL12 RS-CL08を使用 RS-CL09を使用

19 cm 54 ～ 74 cm 74 ～ 114 cm

画面サイズと投写距離については、プロジェクターの使用説明書をご覧ください。

注意
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普通の天井への取り付け

組み立てと設置（RS-CL12）

準 備：	
天井取り付け金具と連結金具をいったん
分離する
連結金具の M5 ねじ 4 本を外し、天井取り
付け金具と連結金具を分離します。

1	天井に穴を開ける
天井取り付け金具の固定用とケーブル類の
配線用の穴を開けます。
●	穴の位置を決めるときは、付属のテンプレー

ト紙をご使用ください。
●	テンプレート紙にはスクリーンの方向が記載

されています。

スクリーン方向

スクリーン方向

2	天井取り付け金具を天井に固定する
金具の矢印をスクリーンに向け、M13 ね
じ 4 本で天井に固定します。
●	金具の取り付け前にテンプレート紙ははがし

てください。
●	M13 ねじは同梱していません。天井の構造に

適したねじをご用意ください。

3	本体取り付け金具をプロジェクターに
固定する

①	プロジェクターの調整脚を外します。

②	本体取り付け金具のねじ取り付け部 4 ヶ
所に、付属のワッシャーを置きます。

③	4 ヶ所を付属の M6 ねじで固定します。

注意

●	ワッシャーの歯が付いている方を「本
体取り付け金具」側にしてください。

●	プロジェクター前面の取り付けは、調整
脚を外してご使用ください。

●	取り外した調整脚は、紛失しないよう
保管してください。
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4	落下防止ワイヤーを取り付ける
①	付属の落下防止ワイヤーの輪の方をプロ

ジェクターと本体取り付け金具に通し
（A）、もう一方のターミナル金具をワイ
ヤーの輪に通します。

②	ターミナル金具を本体取り付け金具の
（B) の位置に付属の M4 ねじで固定しま
す。

●	ねじは、緩みのないようにしっかり締め付
け固定してください。

スクリーン方向

B
A

5	天井の穴からケーブル類を出す

6	天井取り付け金具に連結金具を固定する
準備のときに外した M5 ねじ 4 本で固定し
ます。



6

7	本体取り付け金具を連結金具に掛けて
仮止めする
連結金具の突起 (A) に引っ掛け、付属の
M5 ねじ (B) 4 本で仮止めします。
●	図のようにケーブル類を引き出してください。
●	ねじ（B）は「投写角度の調整（RS-CL12）」（P.10）

の後でしっかり締めて固定してください。

8	ケーブル類を接続する
プロジェクターにケーブル類を接続しま
す。

B

A
B

設置が終わったら、投写角度を調
整してください。（P.10）
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②

準 備：	
天井の高さに合わせ、パイプの長さを
調整する

① 外側パイプと内側パイプのカバーを図の
ように少しずらし、取り外します。

② 側面の M5 ねじ 4 本をいったん外し、プ
ロジェクターを取り付ける高さに合わせ
てから固定し直します。

●	②のねじは、連続した 2 穴ではなく、間を
1 穴空けて固定してください。ただし、最
も延長したときは、連続した 2 穴で固定し
てください。

高い天井への取り付け
天井が高いときは、別売の延長用パイプRS-CL08またはRS-CL09を使用します。

①

取り付け穴の位置
天井からレンズ光軸までの距離（ℓ）

RS-CL08 RS-CL09

a 54 cm   74 cm

b 59 cm   79 cm

c 64 cm   84 cm

d 69 cm   89 cm

e  74 cm*   94 cm

f   99 cm

g 104 cm

h 109 cm

i  114 cm*

パイプの延長量（レンズシフト量が 0% のとき）

f

a
b

c

e
d

hℓ
i

ℓ'* 延長用パイプを最長の長さで使用する場合は、連続した 2 穴で固定してください。
  ℓ' ＝ 7cm

1 天井取り付け金具と連結金具をいった
ん分離する ⇒ P.4 準備

2	 天井に穴を開ける ⇒ P.4 手順 1

3	 天井取り付け金具を天井に固定する
⇒ P.4 手順 2

4 本体取り付け金具をプロジェクターに
固定する ⇒ P.4 手順 3

5	 落下防止ワイヤーを取り付ける
⇒ P.5 手順 4

g
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6	天井取り付け金具に延長パイプの上端
を固定する
延長用パイプに付属の M5 ねじ 4 本で固定
します。
●	図のようにパイプの開放部は天井取り付け金具

の開放部に対して 180 度になる向きで取り付
けます。

スクリーン方向

7	連結金具を延長パイプの下端に取り付
ける

準備のときに天井取り付け金具から外して
おいた M5 ねじ 4 本で固定します。

スクリーン方向

スクリーン方向

8	本体取り付け金具を連結金具に掛けて
仮止めする

連 結 金 具 の 突 起 (A) に 引 っ 掛 け、 付 属
の M5 ね じ (B)4 本 で 仮 止 め し ま す。 
ねじ（B）は「投写角度の調整（RS-CL12）」

（P.10）の後でしっかり締めて固定してくださ
い。

B

A
B
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9	ケーブル類をパイプ内に配線し、カ
バーを閉める

①	天井の穴からケーブル類を引き出します。

②	パイプの内側にケーブル類を収納します。

③	パイプのカバーを内側、外側の順で閉め、
延長用パイプに付属の M3 ねじ 1 本で固
定します。

④	ケーブル類をプロジェクターに接続します。

設置が終わったら、投写角度を調
整してください。（P.10）
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投写角度の調整（RS-CL12）
プロジェクターの電源を入れ、画像を投写して投写角度および画面の傾きを調整してください。

注意

● 調整後はそれぞれのねじをしっかりと締め、各金具が確実に固定されていることを確認してください。
● 各金具を確実に固定するまでは、プロジェクターが落下しないように支えてください。

水平方向の投写角度（ひずみ）を調整する
①	蝶ねじ (A)2 本をゆるめ、本体を左右に

動かして水平方向の投写角度を調整しま
す。

② 位置が決まったら、蝶ねじを締めて固定
します。

垂直方向の投写角度（ひずみ）を調整する
① ねじ（B）4 本、蝶ねじ（C）2 本の順に

ゆるめ、本体を上下に動かして垂直方向
の投写角度を調整します。

②	位置が決まったら、蝶ねじ (C)、ねじ（B）
の順に締めて固定します。

画面の傾きを調整する
①	ねじ (D)4 本をゆるめ、本体の傾きを調

整します。

②	位置が決まったら、ねじ (D) を締めて固
定します。

水平方向の投写角度を調整する

垂直方向の投写角度
を調整する

画面の傾きを調整する

5°
5°

20°

5°

5°
5°

A

B

C D
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●	 天井の高さに合わせて、別売の延長用パイプ（RS-CL08 / RS-CL09）をご使用ください。 
詳しくは、販売店にお問い合わせください。

天井取り付け金具および連結金具

本体取り付け金具

RS-CL13
M4 ねじ（10 mm）：1 本
M5 ネジ（12 mm）ワッシャー付：4 本
M6 ねじ（12 mm）：4 本
落下防止ワイヤー：1 本
ワッシャー（歯付座金）：４枚
天井取り付け穴用テンプレート紙：1 枚
組立・設置説明書（本書）：1 冊

同梱品

延長用パイプ RS-CL08 / RS-CL09（別売）

部品の構成（RS-CL13）
天吊り金具 RS-CL13は、WUX400ST / WX450STで使用できます。

質量：RS-CL13 (5.6 kg)

質量：RS-CL08 (2.2 kg)/RS-CL09 (3.4 kg)

※ 作業工程の中で天井取り付け金具
と連結金具はいったん分離させる
必要があります。

RS-CL09
外側 / 内側パイプ、外側 / 内側カバー
M5 ねじ（12 mm）：4 本
M3 ねじ（10 mm）：1 本
※	延長量は 55 ～ 95 cm で、 

5 cm ごとに調整できます。

RS-CL08
外側 / 内側パイプ、外側 / 内側カバー
M5 ねじ（12 mm）：4 本
M3 ねじ（10 mm）：1 本
※	延長量は 35 ～ 55 cm で、 

5 cm ごとに調整できます。

天井取り付け金具

連結金具

× 4
× 4

× 4 × 4

× 4

Ceiling Attachment
Fixation pour plafond
Soporte de techo
Deckenhalterung
Dell'attacco per soffitto
Plafondbevestiging
天吊り金具

Assembly/Installation Manual

Manuel d’assemblage/installation

Manual de instalación

Zusammenbau- und Installationsanleitung

Manuale per l'installazione/montaggio

Handleiding voor montage en installatie

組立・設置説明書

RS-CL12 / RS-CL13 / RS-CL14
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FRA
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JPN
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●● 設置の前に必ず天井の強度を確認してください。設置部分の天井は、プロジェクターと天
吊り金具（および延長パイプ）の質量を支える十分な強度が必要です。天井が強度不足の
ときは、十分な補強を行ってください。プロジェクターが落下しケガの原因となることが
あります。

●● 取り付け作業は 2 人以上で行い、落下、指はさみなどに十分注意して作業を行ってくださ
い。

●● 地震や振動などによる落下を防止するため、設置の際はワイヤーなどによる落下防止の対
策を行ってください。プロジェクターが落下しケガの原因となることがあります。

●● プロジェクターの吸気口、排気口から壁まで 50cm 以上離して設置してください。排気
の影響で故障の原因となることがあります。

●● 必ず水平な天井に設置してください。傾いた天井には設置しないでください。

取り付け位置（RS-CL13）
本書では、WUX400STを用いて組立、設置の説明をしています。
プロジェクターはスクリーンの正面に設置してください。ただし、レンズシフトを使って画面の位置、ひずみを
補正することができます。詳しくはプロジェクターの使用説明書をご覧ください。

228.5 mm 186.5 mm

165 mm 175.5 mm

91.5 mm
168 mm

168 mm

168.5 mm

168.5 mm

228.5 mm 186.5 mm
415 mm 337 mm

91.5 mm

72 mm

RS-CL13

投写距離

高さ

側面図 正面図

上面図

100 mm 100 mm

80 mm 80 mm
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天井取り付け金具

注意

天井からレンズ中心までの距離 (ℓ )
RS-CL13 RS-CL08を使用 RS-CL09を使用
24 cm 59 ～ 79 cm 79 ～ 119 cm

画面サイズと投写距離については、プロジェクターの使用説明書をご覧ください。

注意
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普通の天井への取り付け

組み立てと設置（RS-CL13）

準 備：	
天井取り付け金具と連結金具をいったん
分離する
連結金具の M5 ねじ 4 本を外し、天井取り
付け金具と連結金具を分離します。

1	天井に穴を開ける
天井取り付け金具の固定用とケーブル類の
配線用の穴を開けます。
●	穴の位置を決めるときは、付属のテンプレー

ト紙をご使用ください。
●	テンプレート紙にはスクリーンの方向が記載

されています。

スクリーン方向

スクリーン方向

2	天井取り付け金具を天井に固定する
金具の矢印をスクリーンに向け、M13 ね
じ 4 本で天井に固定します。
●	金具の取り付け前にテンプレート紙ははがし

てください。
●	M13 ねじは同梱していません。天井の構造に

適したねじをご用意ください。

3	本体取り付け金具の連結金具接続部の
位置を、スライド範囲の中心にする

①	連結金具接続部を固定している M5 ねじ
4 本をゆるめます。

②	連結金具接続部をスライドして移動しま
す。

③	M5 ねじ 4 本を仮止めします。

連結金具接続部は、スライド範囲の中心位
置から前後に 50mm（約 100mm）スラ
イドすることができます。
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4	本体取り付け金具をプロジェクターに
固定する

①	プロジェクターの調整脚を外します。

②	本体取り付け金具のねじ取り付け部 4 ヶ
所に、付属のワッシャーを置きます。

③	4 ヶ所を付属の M6 ねじで固定します。

注意

●	ワッシャーの歯が付いている方を「本
体取り付け金具」側にしてください。

●	プロジェクター前面の取り付けは、調整
脚を外してご使用ください。

●	取り外した調整脚は、紛失しないよう
保管してください。

スクリーン方向

B
A

5	落下防止ワイヤーを取り付ける
①	付属の落下防止ワイヤーの輪の方をプロ

ジェクターと本体取り付け金具に通し
（A）、もう一方のターミナル金具をワイ
ヤーの輪に通します。

②	ターミナル金具を本体取り付け金具の
（B) の位置に付属の M4 ねじで固定しま
す。

●	ねじは、緩みのないようにしっかり締め付
け固定してください。

6	天井の穴からケーブル類を出す

7	天井取り付け金具に連結金具を固定する
準備のときに外した M5 ねじ 4 本で固定し
ます。
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8	本体取り付け金具を連結金具に掛けて
仮止めする
連結金具の突起 (A) に引っ掛け、付属の
M5 ねじ (B) 4 本で仮止めします。
●	図のようにケーブル類を引き出してください。
●	ねじ（B）は「投写角度と投写距離の調整

（RS-CL13）」（P.19）の後でしっかり締めて固
定してください。

注意

●	付属の M5 ねじ（B)4 本を仮
止めするまでプロジェクター
が傾かないように手で支えて
ください。プロジェクターが
傾いて、指を挟む可能性があ
ります。

●	取り付け作業は 2 人以上で
行ってください。

9	ケーブル類を接続する
プロジェクターにケーブル類を接続しま
す。

溝に差し込む

溝に差し込む 溝に差し込む
B

A

設置が終わったら、投写角度と投
写距離を調整してください。（P.19、
P.20）

B
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②

準 備：	
天井の高さに合わせ、パイプの長さを
調整する

① 外側パイプと内側パイプのカバーを図の
ように少しずらし、取り外します。

② 側面の M5 ねじ 4 本をいったん外し、プ
ロジェクターを取り付ける高さに合わせ
てから固定し直します。

●	②のねじは、連続した 2 穴ではなく、間を
1 穴空けて固定してください。ただし、最
も延長したときは、連続した 2 穴で固定し
てください。

高い天井への取り付け
天井が高いときは、別売の延長用パイプRS-CL08またはRS-CL09を使用します。

①

取り付け穴の位置
天井からレンズ光軸までの距離（ℓ）

RS-CL08 RS-CL09

a 59 cm   79 cm

b 64 cm   84 cm

c 69 cm   89 cm

d 74 cm   94 cm

e  79 cm*   99 cm

f 104 cm

g 109 cm

h 114 cm

i  119 cm*

パイプの延長量（レンズシフト量が 0% のとき）

f

a
b

c

e
d

hℓ
i

ℓ'
* 延長用パイプを最長の長さで使用する場合は、連続した 2 穴で固定してください。
  ℓ' ＝ 7cm

1 天井取り付け金具と連結金具をいった
ん分離する ⇒ P.13 準備

2	 天井に穴を開ける ⇒ P.13 手順 1

3	 天井取り付け金具を天井に固定する
⇒ P.13 手順 2

4	 本体取り付け金具の連結金具接続部の
位置を、スライド範囲の中心にする

	  ⇒ P.13 手順 3

g
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5	 本体取り付け金具をプロジェクターに
固定する ⇒ P.14 手順 4

6	 落下防止ワイヤーを取り付ける
⇒ P.14 手順 5

7	天井取り付け金具に延長パイプの上端
を固定する
延長用パイプに付属の M5 ねじ 4 本で固定
します。
●	図のようにパイプの開放部は天井取り付け金具

の開放部に対して 180 度になる向きで取り付
けます。

スクリーン方向

8	連結金具を延長パイプの下端に取り付
ける

準備のときに天井取り付け金具から外して
おいた M5 ねじ 4 本で固定します。

スクリーン方向

スクリーン方向

9	本体取り付け金具を連結金具に掛けて
仮止めする

連 結 金 具 の 突 起 (A) に 引 っ 掛 け、 付 属
の M5 ね じ (B)4 本 で 仮 止 め し ま す。 
ねじ（B）は「投写角度と投写距離の調整

（RS-CL13）」（P.19）の後でしっかり締めて
固定してください。

溝に差し込む
B

A

B
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10	ケーブル類をパイプ内に配線し、カ
バーを閉める

①	天井の穴からケーブル類を引き出します。

②	パイプの内側にケーブル類を収納します。

③	パイプのカバーを内側、外側の順で閉め、
延長用パイプに付属の M3 ねじ 1 本で固
定します。

④	ケーブル類をプロジェクターに接続します。

設置が終わったら、投写角度と投
写距離を調整してください。（P.19、
P.20）
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画面の大きさを調整する。

E

投写角度と投写距離の調整（RS-CL13）
プロジェクターの電源を入れ、画像を投写して投写角度および画面の傾きの調整と投写距離の調整をしてく
ださい。

注意

● 調整後はそれぞれのねじをしっかりと締め、各金具が確実に固定されていることを確認してください。
● 各金具を確実に固定するまでは、プロジェクターが落下しないように支えてください。

水平方向の投写角度（ひずみ）を調整する
①	蝶ねじ (A)2 本をゆるめ、本体を左右に

動かして水平方向の投写角度を調整しま
す。

② 位置が決まったら、蝶ねじを締めて固定
します。

垂直方向の投写角度（ひずみ）を調整する
① ねじ（B）4 本、蝶ねじ（C）2 本の順に

ゆるめ、本体を上下に動かして垂直方向
の投写角度を調整します。

②	位置が決まったら、蝶ねじ (C)、ねじ（B）
の順に締めて固定します。

画面の傾きを調整する
①	ねじ (D)4 本をゆるめ、本体の傾きを調

整します。

②	位置が決まったら、ねじ (D) を締めて固
定します。

水平方向の投写角度を調整する垂直方向の投写角度を調整する

画面の傾きを調整する

5°
5°

5°
5°

5°
5°

20°

5°

5°
5°

A

C

D

E
B

画面の大きさを調整する
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画面の大きさを調整する
スクリーンの大きさに画面を調整します。投写距離と画面サイズの関係については、プロジェ
クターの使用説明書をご覧ください。

50 mm E50 mm

スライド範囲

①	ねじ（E）をゆるめる。前後に動かし画面の大きさを調整します。

②	位置が決まったらねじ（E）4 本を締めて固定します。
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●	 天井の高さに合わせて、別売の延長用パイプ（RS-CL08 / RS-CL09）をご使用ください。 
詳しくは、販売店にお問い合わせください。

天井取り付け金具および連結金具

本体取り付け金具

RS-CL14
M4 ねじ（10 mm）：1 本
M5 ネジ（12 mm）ワッシャー付：4 本
M6 ねじ（12 mm）：4 本
落下防止ワイヤー：1 本
ワッシャー（歯付座金）：４枚
天井取り付け穴用テンプレート紙：1 枚
組立・設置説明書（本書）：1 冊

同梱品

延長用パイプ RS-CL08 / RS-CL09（別売）

部品の構成（RS-CL14）
天吊り金具 RS-CL14は、WUX500で使用できます。

質量：RS-CL14 (4.5 kg)

質量：RS-CL08 (2.2 kg)/RS-CL09 (3.4 kg)

※ 作業工程の中で天井取り付け金具
と連結金具はいったん分離させる
必要があります。

RS-CL09
外側 / 内側パイプ、外側 / 内側カバー
M5 ねじ（12 mm）：4 本
M3 ねじ（10 mm）：1 本
※	延長量は 55 ～ 95 cm で、 

5 cm ごとに調整できます。

RS-CL08
外側 / 内側パイプ、外側 / 内側カバー
M5 ねじ（12 mm）：4 本
M3 ねじ（10 mm）：1 本
※	延長量は 35 ～ 55 cm で、 

5 cm ごとに調整できます。

天井取り付け金具

連結金具

× 4
× 4

× 4 × 4

× 4

Ceiling Attachment
Fixation pour plafond
Soporte de techo
Deckenhalterung
Dell'attacco per soffitto
Plafondbevestiging
天吊り金具

Assembly/Installation Manual

Manuel d’assemblage/installation

Manual de instalación

Zusammenbau- und Installationsanleitung

Manuale per l'installazione/montaggio

Handleiding voor montage en installatie

組立・設置説明書

RS-CL12 / RS-CL13 / RS-CL14

ENG

FRA

SPA

GER

ITA

NLD

JPN
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●● 設置の前に必ず天井の強度を確認してください。設置部分の天井は、プロジェクターと天
吊り金具（および延長パイプ）の質量を支える十分な強度が必要です。天井が強度不足の
ときは、十分な補強を行ってください。プロジェクターが落下しケガの原因となることが
あります。

●● 取り付け作業は 2 人以上で行い、落下、指はさみなどに十分注意して作業を行ってくださ
い。

●● 地震や振動などによる落下を防止するため、設置の際はワイヤーなどによる落下防止の対
策を行ってください。プロジェクターが落下しケガの原因となることがあります。

●● プロジェクターの吸気口、排気口から壁まで 50cm 以上離して設置してください。排気
の影響で故障の原因となることがあります。

取り付け位置（RS-CL14）
プロジェクターはスクリーンの正面に設置してください。ただし、レンズシフトを使って画面の位置を補正する
ことができます。詳しくはプロジェクターの使用説明書をご覧ください。

176 mm 186 mm

165 mm 175 mm

92 mm
168 mm

168 mm

168.5 mm

168.5 mm

176 mm 186 mm
362 mm 337 mm

92 mm

72 mm

RS-CL14

投写距離

高さ

側面図 正面図

上面図

100 mm 100 mm

80 mm 80 mm

10
0 

m
m

 1
00

 m
m

 

80
 m

m
 

80
 m

m
 

天井取り付け金具

注意

天井からレンズ中心までの距離 (ℓ )
RS-CL14 RS-CL08を使用 RS-CL09を使用

21 cm 56 ～ 76 cm 76 ～ 116 cm

画面サイズと投写距離については、プロジェクターの使用説明書をご覧ください。

注意
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普通の天井への取り付け

組み立てと設置（RS-CL14）

準 備：	
天井取り付け金具と連結金具をいったん
分離する
連結金具の M5 ねじ 4 本を外し、天井取り
付け金具と連結金具を分離します。

1	天井に穴を開ける
天井取り付け金具の固定用とケーブル類の
配線用の穴を開けます。
●	穴の位置を決めるときは、付属のテンプレー

ト紙をご使用ください。
●	テンプレート紙にはスクリーンの方向が記載

されています。

スクリーン方向

スクリーン方向

2	天井取り付け金具を天井に固定する
金具の矢印をスクリーンに向け、M13 ね
じ 4 本で天井に固定します。
●	金具の取り付け前にテンプレート紙ははがし

てください。
●	M13 ねじは同梱していません。天井の構造に

適したねじをご用意ください。

3	本体取り付け金具をプロジェクターに
固定する

①	プロジェクターの調整脚を外します。

②	本体取り付け金具のねじ取り付け部 4 ヶ
所に、付属のワッシャーを置きます。

③	4 ヶ所を付属の M6 ねじで固定します。

注意

●	ワッシャーの歯が付いている方を「本
体取り付け金具」側にしてください。

●	プロジェクター前面の取り付けは、調整
脚を外してご使用ください。

●	取り外した調整脚は、紛失しないよう
保管してください。
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4	落下防止ワイヤーを取り付ける
①	付属の落下防止ワイヤーの輪の方をプロ

ジェクターと本体取り付け金具に通し
（A）、もう一方のターミナル金具をワイ
ヤーの輪に通します。

②	ターミナル金具を本体取り付け金具の
（B) の位置に付属の M4 ねじで固定しま
す。

●	ねじは、緩みのないようにしっかり締め付
け固定してください。

スクリーン方向

B
A

5	天井の穴からケーブル類を出す

6	天井取り付け金具に連結金具を固定する
準備のときに外した M5 ねじ 4 本で固定し
ます。
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7	本体取り付け金具を連結金具に掛けて
仮止めする
連結金具の突起 (A) に引っ掛け、付属の
M5 ねじ (B) 4 本で仮止めします。
●	図のようにケーブル類を引き出してください。
●	ねじ（B）は「投写角度の調整（RS-CL14）」（P.29）

の後でしっかり締めて固定してください。

8	ケーブル類を接続する
プロジェクターにケーブル類を接続しま
す。

B

A
B

設置が終わったら、投写角度を調
整してください。（P.29）
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②

準 備：	
天井の高さに合わせ、パイプの長さを
調整する

① 外側パイプと内側パイプのカバーを図の
ように少しずらし、取り外します。

② 側面の M5 ねじ 4 本をいったん外し、プ
ロジェクターを取り付ける高さに合わせ
てから固定し直します。

●	②のねじは、連続した 2 穴ではなく、間を
1 穴空けて固定してください。ただし、最
も延長したときは、連続した 2 穴で固定し
てください。

高い天井への取り付け
天井が高いときは、別売の延長用パイプRS-CL08またはRS-CL09を使用します。

①

取り付け穴の位置
天井からレンズ光軸までの距離（ℓ）

RS-CL08 RS-CL09

a 56 cm   76 cm

b 61 cm   81 cm

c 66 cm   86 cm

d 71 cm   91 cm

e  76 cm*   96 cm

f 101 cm

g 106 cm

h 111 cm

i  116 cm*

パイプの延長量（レンズシフト量が 0% のとき）

f

a
b

c

e
d

hℓ
i

ℓ'* 延長用パイプを最長の長さで使用する場合は、連続した 2 穴で固定してください。
  ℓ' ＝ 7cm

1 天井取り付け金具と連結金具をいった
ん分離する ⇒ P.23 準備

2	 天井に穴を開ける ⇒ P.23 手順 1

3	 天井取り付け金具を天井に固定する
⇒ P.23 手順 2

4 本体取り付け金具をプロジェクターに
固定する ⇒ P.23 手順 3

5	 落下防止ワイヤーを取り付ける
⇒ P.24 手順 4

g
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6	天井取り付け金具に延長パイプの上端
を固定する
延長用パイプに付属の M5 ねじ 4 本で固定
します。
●	図のようにパイプの開放部は天井取り付け金具

の開放部に対して 180 度になる向きで取り付
けます。

スクリーン方向

7	連結金具を延長パイプの下端に取り付
ける

準備のときに天井取り付け金具から外して
おいた M5 ねじ 4 本で固定します。

スクリーン方向

スクリーン方向

8	本体取り付け金具を連結金具に掛けて
仮止めする

連 結 金 具 の 突 起 (A) に 引 っ 掛 け、 付 属
の M5 ね じ (B)4 本 で 仮 止 め し ま す。 
ねじ（B）は「投写角度の調整（RS-CL14）」

（P.29）の後でしっかり締めて固定してくださ
い。

B

A
B
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9	ケーブル類をパイプ内に配線し、カ
バーを閉める

①	天井の穴からケーブル類を引き出します。

②	パイプの内側にケーブル類を収納します。

③	パイプのカバーを内側、外側の順で閉め、
延長用パイプに付属の M3 ねじ 1 本で固
定します。

④	ケーブル類をプロジェクターに接続します。

設置が終わったら、投写角度を調
整してください。（P.29）
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投写角度の調整（RS-CL14）
プロジェクターの電源を入れ、画像を投写して投写角度および画面の傾きを調整してください。

注意

● 調整後はそれぞれのねじをしっかりと締め、各金具が確実に固定されていることを確認してください。
● 各金具を確実に固定するまでは、プロジェクターが落下しないように支えてください。

水平方向の投写角度（ひずみ）を調整する
①	蝶ねじ (A)2 本をゆるめ、本体を左右に

動かして水平方向の投写角度を調整しま
す。

② 位置が決まったら、蝶ねじを締めて固定
します。

垂直方向の投写角度（ひずみ）を調整する
① ねじ（B）4 本、蝶ねじ（C）2 本の順に

ゆるめ、本体を上下に動かして垂直方向
の投写角度を調整します。

②	位置が決まったら、蝶ねじ (C)、ねじ（B）
の順に締めて固定します。

画面の傾きを調整する
①	ねじ (D)4 本をゆるめ、本体の傾きを調

整します。

②	位置が決まったら、ねじ (D) を締めて固
定します。

水平方向の投写角度を調整する

垂直方向の投写角度
を調整する

画面の傾きを調整する

5°
5°

20°

5°

5°
5°

A

B

C D
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RS-CL12

調整範囲

水平方向の投写角度 左右各5°

垂直方向の投写角度 上向き5°、下向き20°

画面の傾き ± 5 °

組立外形寸法（突起物含まず） 幅314 mm × 奥行332 mm × 高さ147 mm

質量（天吊り金具のみ） 3.4 kg

RS-CL13

調整範囲

水平方向の投写角度 左右各5°

垂直方向の投写角度 上向き5°、下向き20°

画面の傾き ± 5 °

光軸方向 ±50 mm（0～100 mm）

組立外形寸法（突起物含まず） 幅336 mm × 奥行340.5 mm × 高さ195.5 mm

質量（天吊り金具のみ） 5.6 kg

RS-CL14

調整範囲

水平方向の投写角度 左右各5°

垂直方向の投写角度 上向き5°、下向き20°

画面の傾き ± 5 °

組立外形寸法（突起物含まず） 幅376 mm × 奥行341 mm × 高さ161 mm

質量（天吊り金具のみ） 4.5 kg

エアフィルターの取り付け、取り外し
天吊り金具にプロジェクターを取り付けた状態で、エアフィルターを取り付けたり取り外すことができます。

●● エアフィルターの取り付け、取り外しは、専門の技術者または販売店にご依頼ください。
●● エアフィルターの取り付け、取り外し方法については、プロジェクターの使用説明書をご覧ください。

ランプを交換する
天吊り金具にプロジェクターを取り付けた状態で、ランプを交換することができます。

●● ランプの交換は、専門の技術者または販売店にご依頼ください。
●● ランプの交換は、プロジェクターの使用説明書をご覧ください。

警告

ランプが点灯しなくなって交換するときのご注意
●● 電源投入時や使用中に点灯しなくなったときは、ランプが破損している可能性が
あります。必ずプロジェクターを天井から降ろしてランプの交換をしてください。 
ランプの交換方法は、プロジェクターの使用説明書をご覧ください。

●● ランプ交換のメッセージが表示されたり照度が低下したなど、天吊り状態でラ
ンプを交換するときは、ランプが落下し破損する可能性があります。ランプの
交換作業時は、ランプカバーの真下に立たず、横から作業してください。万一、
ランプが破損し破片などを吸い込んだり、目や口に入ったときは、すみやかに
医師にご相談ください。

仕 様
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